
日本生産管理学会  関 西 支部 公募研究会 活動報告 
 

研究会名 モバイル技術研究会 

年 度 研 究 概 況 と 成 果・公 表 報 告 

活動期間：2005 年 4 月 ～ 2006 年 3月 

研究内容: モバイル技術の基礎的な研究を行い、モバイル技術を活

用した生産管理システムや教育支援システムの研究を行う。さらに

モバイル技術に代表されるカメラ機能、動画機能、非接触型カード、

QRコードなどを各種システムやサービスへの利用方法について研究

する。 

 

第１年度 

 
西暦 

２００５年 

研究成果及び公表: 

①第 1回モバイル技術研究会「ケータイの教育利用」 
（2005 年 8 月 27 日（土） 13:00～16:30） 

テーマ：ケータイの教育利用、その他一般 
概要：学生の多くはケータイを日常的に活用しており、メールの交

換やモバイル写真などを使いこなしている。一方情報化とはパソコ

ン利用であり、ケータイ利用には躊躇する教師も少なくない。また

パソコンと違いケータイは事業者毎、ケータイの種類毎に不揃いな

ことなど様々な問題点もある。今回はケータイの教育利用における

技術的ノウハウを中心に、色々な知恵を出し合い整理して、教育利

用上の効果を考えることを目的とする。 
発表：５件 
 
②第 2回モバイル技術研究会「 モバイル環境の利用性 」 

（2005 年 11 月 23 日（祝）13:00～17:00） 

テーマ：モバイル環境の利用性、カーナビ、その他一般 
発表：７件 
 
③シンポジウム「ケータイ・カーナビの利用性と人間工学」2006 

（2006 年 3 月 9（木）～10 日（金）） 

概要：本シンポジウムは技術を提供する側と受け手の交わる場であ

り、学界、産業界、そして利用者皆様が本音で語る場であり、また

内外に開かれた交流の場であり、人と技術の調和を科学する場です。 
テーマ：ケータイ・カーナビの利用性と人間工学 
特別・企画講演：各２件、研究発表３６件 
 
④日本生産管理学会第 23回全国大会（関西:大阪市立大学開催） 

各メンバーから個人の研究成果（４件）を発表する予定です。 

（下左近多喜男、川東正美、丁井雅美、竹本賢太郎が発表予定） 

2006 年 

 ２ 月２０日

 

 

報告責任者 

竹本 賢太郎
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活動期間： 

研究内容: 

 

 

 

第２年度 

 
西暦 

年 
研究成果及び公表: 

 

 

 

        年 

    月    日

 

 

報告責任者 

 

活動期間： 

研究内容: 

 

 

 

第３年度 

 
西暦 

年 
研究成果及び公表: 

 

 

 

        年 

    月    日

 

 

報告責任者 

 

 

終了報告 

 
まとめと 

今後の展開 

など 

         年 

    月    日

 

 

研究会代表者

 

 


